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 ・総務分科会長 
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予算決算委員会分科会における意見・要望（要旨） 
 

令和２年第３回豊岡市議会（定例会） 

 

議案番号及び件名  第90号議案 令和２年度豊岡市一般会計予算補正予算（６号） 

【総務分科会】 

 財政調整基金に関する件 

新型コロナウイルス対策として、財政調整基金を取り崩したことは、緊急性に

鑑み理解はできる。 

今後、第２波、第３波が予想されるところである。 

今後も、国・県の補助金等を効果的に活用して、基金残高も含めた財政状況と、

新型コロナウイルス対策とのバランスに留意したうえ、適切な財政運営に努めら

れたい。 

 

【文教民生分科会】 

 新型コロナウイルス感染症予防力向上事業補助金に関する件 

  感染症予防対策を向上させる目的であるため、対象をしぼりこまず、できるだ

け広く該当させるように要望する。 

また、その対象事業所等に周知徹底を図られたい。 

 

小学校の通学バス増便、認定こども園の通園バス増便に関する件 

３密をさける目的と、夏季休暇の短縮に伴い、バス増便が必要となったが、各校

園の課題・実状に応じ、柔軟に対応すべきである。 

また、バス乗降時においては、安全を第一に十分配慮されたい。 

   

【建設経済分科会】 

 新型コロナウイルス対策に関する件 

  今回の補正予算については、急を要するという市の要請に基づき、通常の議会

での審議ルールを曲げて審議を行った。予算成立後は、この施策の効果が市内の

隅々まで、早期に及ぶよう格別の努力を払われたい。 

  また、飲食店や宿泊施設、交通事業者以外にも、新型コロナウイルスの影響を

受けて厳しい経営状況にある多くの市民や事業者があることから、今後に向けて、 

より適切な新型コロナウイルス対策を講じることができるよう十分検討された

い。 

  さらに、既存の支援制度や今回の補正予算に計上された施策の執行にあたって

は、手続きの簡素化や支援の迅速化を図り、一日も早くその効果が市民に及ぶよ

う努められたい。 
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政策調整部参事 正木　一郎 消防長 桝田　貴行
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健康福祉部長 久保川　伸幸

環境経済部長 坂本　成彦

環境経済部参事 小林　辰美

コウノトリ共生部長 川端　啓介

都市整備部長 澤田　秀夫

都市整備部参事 河本　行正

予算決算委員会説明員
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午前１１時１０分開会 

○委員長（松井 正志） それでは、ただいまから予

算決算委員会を開会いたします。 

 本会議休憩中の委員会開催ですので、短時間で、

要点を押さえた実りある議論となりますよう委員

の皆さん、当局の皆さん、よろしくご協力をお願い

いたします。 

 これより付託案件の審査に入ります。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

別紙２の審査日程表に基づいて進めます。 

 第９０号議案、令和２年度豊岡市一般会計補正予

算（第６号）を議題といたします。 

 ただいまより議案の説明に入りますが、今回は全

体会での説明のみとし、分科会での説明は省略する

こととしますので、ご了承願います。 

 説明に当たりましては、資料のページ番号をお知

らせください。 

 それでは、説明願います。 

 政策調整部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 既に議員の皆さんに

５月２７日に配付させていただいております新型

コロナウイルス感染症対策補正予算 予算総括表

と記載してありますこの資料を基に説明させてい

ただきたいと思います。 

 そしたら私からは、全体の概要についてご説明さ

せていただきます。 

 １ページをご覧ください。表の上段に補正６号と

して太枠で囲っていますところが今回追加させて

いただいた補正予算分でございます。 

 まず、１、感染症予防対策のための取組で１億４，

８３０万円、２、暮らしを支えるための取組２，７

２０万円、５、子供・学校のための取組１，６２０

万円、６、観光等反転攻勢等のための取組３億５，

６５０万円、７、アフター・コロナ社会に向けた取

組３８０万円、合計５億５，２００万円としていま

す。 

 財源につきましては、最下段に記載していますと

おり、特定財源は食事券販売収入が２億円、一般財

源につきましては財政調整基金繰入金を３億５，２

００万円充てることとしています。 

 なお、新型コロナウイルス感染症対策関連の補正

予算総額は、表の一番右側の合計欄に記載のとおり

１０１億４，７２８万４，０００円となっておりま

す。私からは以上です。 

○委員長（松井 正志） 市民生活部長。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） 予算総括表の４ペー

ジをお開きください。新型コロナウイルス感染症予

防力向上事業補助金について説明いたします。 

 当補助金は、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、不特定多数の市民と対面で物販・サービス等を

提供する事業者において、新型コロナウイルス感染

症の予防対策を講じるため必要な経費の支援を行

おうとするものです。 

 対象の店舗等は、小売業、宿泊業、飲食業、生活

関連サービス業等の事業所及び障害福祉通所事業

所です。 

 対象経費は、パーティションなど感染予防のため

の機器・備品等の導入に要する経費を５万円を上限

に補助しようとするものです。 

 なお、備品等の購入を前提として消毒液などの消

耗品についても対象事業費の５分１の以内で対象

とします。 

 事業期間は６月から１０月末までとし、予算額は

１億４，７００万円を計上しています。以上です。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 同じく資料１０ペー

ジをご覧ください。私からは、ＥＡＴ（イート）豊

岡（３０％プレミアム付応援食事券の発行）につい

てご説明をいたします。 

 本事業の事業目的は、３つ想定をしています。 

 １つは、域内消費促進による飲食店応援というこ

とで、新型コロナウイルス感染症対策で大きな打撃

を受けている飲食業を緊急的に応援したい。その際、

域外からの受入れにはまだ不安が残る中で、地元の

人たちによる地元の店での域内消費で支えたいと

いうことです。 

 ２つ目は、市民のストレス軽減です。オンライ

ン・巣籠もりということで長らく籠もっていた市民
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に対して、家族等との共食・外食で安らぎを与えた

い。その際にはふだんから接触が深く、感染の心配

のない人たちと久しぶりの外食でしていただきた

いということです。 

 ３つ目は、店舗の感染症予防力の向上です。感染

症予防に取り組むことを参加店舗の条件とするこ

とによって、市内の飲食店の感染症予防力の向上を

促します。 

 また、先ほど説明がありました新型コロナウイル

ス感染症予防力向上事業補助金も活用してさらな

る感染症予防能力の向上を目指したいと考えてい

ます。 

 事業概要です。（１）内容として、ＥＡＴ（イー

ト）豊岡の利用可能店舗は市内飲食店。ただし、テ

ークアウト専門店は対象外とすることを想定して

います。 

 また、旅館・民宿等での日帰り食事についても使

えるようにしたいと考えています。 

 この際、後ほど市民の市内宿泊促進事業としてＳ

ＴＡＹ（ステイ）豊岡の説明がありますけれども、

この際に発生する飲食等の追加料金に対しても使

えるような形で進めていきたいというふうに考え

ています。 

 ５，０００円で６，５００円分の食事券をお買い

求めいただき、差額分のプレミアムは市が負担する

という組立てです。 

 食事券の販売については、市内の２６か所の郵便

局の窓口で行いたいというふうに考えています。 

 購入、利用いただける対象は市民ということで、

特に購入数に制限は設けないことを想定していま

す。 

 需要効果、目標額は、食事券の２億円とプレミア

ム３０％合わせて２億６，０００万円の効果を想定

しています。 

 券の発行数は、１３枚つづり４万セットを想定し

ています。 

 事業期間として、販売は６月２５日頃にできれば

という見込みで進めているところです。販売期間は

９月３０日まで、ご利用いただけるのは販売の６月

２５日から１０月３１日を想定して進めています。 

 事業主体は豊岡市ですが、業務の一部を豊岡商工

会議所、商工会に委託します。 

 また、販売のほうは郵便局に委託をしたいという

ふうに考えています。 

 全体事業費は、２億７，５００万円を想定してい

ます。 

 続いて、１２ページをご覧ください。地域飲食店

応援事業「みらい飯」についてご説明をいたします。 

 事業目的として、豊岡商工会議所が実施するクラ

ウドファンディングによる飲食店応援プログラム

「みらい飯」の取組を通じて市内飲食店を支援した

いと考えております。 

 内容です。日本商工会議所がＲＥＡＤＹＦＯＲと

いうクラウドファンディングプログラムの提供事

業者と連携をして地域の飲食店を応援する「みらい

飯」という取組を進められています。この取組に豊

岡商工会議所も参画をされるとお聞きしています。 

 これは全国から支援者を募って、登録店舗の中か

ら応援したい店舗に支援金を先払いする。その後、

お礼としてプレミアムつきの食事券が届くという

内容のものです。 

 今回、この飲食店が負担しなければいけないとさ

れているプレミアム相当分３０％を市が支援した

いと考えています。 

 アです。対象店舗は、豊岡商工会議所の会員に限

られますので、旧豊岡市内の飲食店約１５０店が対

象になります。 

 プレミアム付食事券については、２，０００円か

ら３万円の４コースが選択をできるようになって

おりまして、それぞれ３０％のプレミアムがつくと

いう形です。 

 商工会議所さんのほうでは、クラウドファンディ

ングの目標額を５００万円というふうに設定をさ

れています。 

 事業期間については、既に参加店の募集が始まっ

ておりまして、支援金、いわゆる寄附の受付は６月

１日からを想定されています。７月１７日までで支

援金募集を打ち切りまして、食事券の利用は８月か
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らという組立てになっています。 

 一番下です。全体事業費として、５００万円想定

の３０％のプレミアムということで１５０万円を

市が予算化をして、補助率１０分の１０でプレミア

ム分を応援したいというふうに考えてるところで

す。私からは以上です。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） それでは、資料の

５ページをご覧ください。感染症対策ガイドライン

策定支援についてでございます。 

 最初に、事業の目的、趣旨等でございますが、現

在城崎温泉では、温泉街全体で感染症対策ガイドラ

インを策定する取組を行っております。 

 このガイドラインは、豊岡観光イノベーションと

協働で日本旅館協会などの業界団体がつくってお

りますガイドラインに加え世界規模のホテルチェ

ーンのガイドラインも参考に、世界基準を満たすも

のになるよう検討されております。 

 市としましては、このような先駆的に取組を支援

するとともに、城崎以外の地域での取組も支援し、

豊岡市が感染症対策を行っている安全な観光地で

あることを市外に発信しますとともに、観光客への

感染症対策も行うことで、市民の皆様の不安も軽減

できればというものでございます。 

 次に、事業の内容でございますが、ア及びイに記

載しておりますが、城崎温泉で取り組まれておりま

すガイドラインの策定に観光施策の専門家や感染

症対策の専門家の知見を加えることに対する支援

でございます。 

 次に、ウでございますが、城崎温泉で作成された

ガイドラインを参考に、市内全域を対象としたガイ

ドラインを策定する取組を支援いたします。 

 最後に、エでございますが、ガイドラインを守る

ことはもちろんですが、ガイドライン以上を要求す

る観光客も予想されますので、さらに上のレベルを

目指す施設に向け認証制度についても検討してい

きたいというふうに考えております。 

 事業費につきましては、１３０万円を計上させて

いただいとります。 

 次に、１３ページをご覧ください。ＳＴＡＹ（ス

テイ）豊岡についてでございます。 

 まずは事業の目的でございますが、１つ目は、域

内の消費促進による宿泊施設への応援でございま

す。 

 産業規模も大きく、関連事業者も多い観光業の中

心となる宿泊事業者を支援することにより、市内の

経済循環を促そうというものでございます。 

 ２つ目は、市民や宿泊施設のストレスや不安の軽

減でございます。 

 市民にとっても宿泊施設の従業員にとっても市

外から、特に感染者が出た地域からの宿泊客の受入

れについては不安があります。 

 そこで、まずは市民を対象とすることで、徐々に

その不安を軽減できればというふうに考えており

ます。 

 そして３つ目でございますが、宿泊施設の感染予

防力の向上でございます。 

 この事業の補助対象となることの条件として、感

染予防に取り組むことという条件をつけることに

よりまして、宿泊施設の感染症予防力の向上を促し

たいというふうに考えております。 

 次に、事業の内容でございますが、市民が市内の

宿泊施設に宿泊した場合の宿泊料金の一部を補助

したいと考えとります。 

 補助対象者は、まずは家族または家族に近い近親

者で対象施設に宿泊した市民としたいと思っとり

ます。 

 なお、状況を見ながら７月には家族という条件を

外せればというふうに考えております。 

 補助率につきましては、夕食と朝食を含む宿泊料

金の２分の１で考えております。 

 なお、上限を１人１泊につき１万円としたいと考

えております。 

 対象施設につきましては、旅館業法の営業許可を

受けている市内の施設で、新型コロナウイルス感染

症の拡大予防策をしている施設としたいと思いま

す。 

 １４ページをご覧ください。事業期間としまして
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は、６月から７月の２か月間としたいと考えており

ますが、国の施策ですとか観光客の状況見ながら８

月以降についても対応は検討したいというふうに

考えております。 

 全体事業費につきましては、８，０００万円を計

上させていただいとります。 

 次に、１５ページをご覧ください。城崎国際アー

トセンターを活用したテレワーク推進計画策定に

ついてでございます。 

 まず、事業の目的でございますが、働き方改革の

推進や新型コロナウイルス感染症の拡大によりま

して都市部を中心にテレワークが進んでいること

はご承知のとおりかと思います。テレワークの需要

は今後もさらに高まっていくものと予測されます

ので、この需要を取り込み、都市部からの新たな人

の流れをつくっていきたいと考えております。この

ことは豊岡ファンをつくることにもつながり、将来

的には移住者を増やすという可能性もございます。 

 こうした状況の中、包括連携協定を結んでおりま

すＫＤＤＩ株式会社より、他の地方都市に先駆け、

今年度中に城崎国際アートセンターに５Ｇの基地

局設置の計画があるということをお聞きしており

ます。この機会を活用し、城崎国際アートセンター

のテレワーク拠点化を目指し、その実施に向けた計

画を策定したいというふうに思います。 

 事業の内容につきましては、テレワーク拠点設置

のための環境整備の検討、テレワークを活用して人

を呼び込むための市場調査、分析とターゲットの設

定及びプロモーションの検討などでございます。 

 事業費につきましては、３８０万円を計上させて

いただいております。私から以上です。 

○委員長（松井 正志） 都市整備部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） それでは、７ページ

をお開きください。公共事業者支援事業についてご

説明いたします。 

 事業の目的ですけども、新型コロナウイルス感染

拡大により、利用者が激減し、経営に深刻な影響を

受けているバス、タクシー事業者に対して事業継続

の支援を行うことで地域の公共交通を維持し、市民

や観光客の移動手段を守ることを目的としており

ます。 

 事業概要ですけども、市内に事業所を有し、旅客

自動車運送事業の認可を受けている事業者を対象

に、市内の事業所が雇用します運転士の数に応じて

給付金を支給するものでございます。 

 対象事業者ですが、バスが４事業者、タクシーが

５事業者、うち一つの事業者はバス、タクシーを運

行されてますので、実質８事業者となります。 

 給付金額ですけれども、市内の事業所が今年の４

月１日現在雇用しています運転士の数に２０万円

を乗じて得た額とします。ただし、運転士の数が５

人未満の事業所は、定額１００万円を支給いたしま

す。 

 事業期間といたしましては、６月から７月末でご

ざいます。 

 次、５番の全体事業費ですけれども、１事業者当

たり１００万円から１，１８０万円を想定しており、

全体では２，７２０万円を予定しております。説明

は以上です。 

○委員長（松井 正志） 教育次長。 

○教育次長（堂垣 真弓） ８ページお開きください。

小学校の通学バスの増便についてご説明をいたし

ます。 

 まず、事業の目的でございます。新型コロナウイ

ルス感染症対策として、バス通学する児童生徒の車

内感染リスクを低減させるために通学バスを増便

するものでございます。 

 また、夏季休業期間の短縮に伴い、小学校１、２

年生の体力面を考慮し、８月の初日から２７日まで

の間、下校時のバスの利用を支援したいと考えてい

ます。 

 次に、２の事業概要の１の内容でございます。ア

といたしましては、バス通学する児童生徒が３つの

密を避け、新型コロナウイルス感染症の感染リスク

を低減させるために通学バスを増便するものとい

たします。また、短縮授業等に対応するために臨時

便の増加にも対応したいと考えています。 

 イといたしましては、夏季休業期間の短縮に伴い、
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一定距離、これは徒歩通学地区のうち、特に通学距

離の長い戸牧地域の小学校の１、２年生児童を対象

に下校時のスクールバスを追加運行したいと考え

ています。 

 ２の事業期間ですが、２０２０年６月から３月ま

でを考えています。 

 夏季の運行につきましては、８月の初日から８月

２７日までを考えています。 

 今後のスケジュールとしましては、６月からスク

ールバスの増便をしたいと考えています。 

 対象地域としましては、城崎地域のスクールバス、

三方小学校のスクールバス、城崎日和山線、五荘小

学校の下校便を検討しています。 

 ８月につきましては、スクールバスの運行を戸牧

地域で１、２年生のための新規のバスを増便したい

と考えています。 

 全体事業費としましては１，１４０万円です。 

 次に、９ページお開きください。認定こども園の

通園バスの増便についてご説明をいたします。 

 事業目的といたしましては、先ほどと同じでござ

います。 

 ２の内容です。アでは、現在運行している竹野認

定こども園の通園バスは、２９人乗りの車両に最大

２４人乗車しており、乗車率が約８３％と過密な状

況となっています。この状況は、登園時のみとなっ

ています。 

 登園する児童の３つの密を回避するために、登園

時の通園バスを１便増発したいと考えています。 

 対象園としましては竹野認定こども園、利用園児

数は２２人です。 

 使用車両は５１人乗りとしていますが、これは現

在竹野中学校で使用していますスクールバスで、中

学生を送ってから園児を乗せたいと考えています。 

 事業期間は６月から来年の３月まで、全体事業費

は４８０万円です。説明は以上です。 

○委員長（松井 正志） 説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 質問をしたいと思いますが、

１番の質問者は嫌だと思ったんですが、誰もされま

せんか。まず、今回の提案の仕方について意見とい

う、質問をしたいと思うんですが、まずメールで説

明資料が２７日にいただきました。予算書について

は今日ですね。今日この会場に来て初めて予算書を

頂くと。そうして今日中にこれを議決をしてくださ

いと。こんな提案なりこんな議決の仕方というのは

私は初めてでして、幾ら内容的に急ぐ問題、あるい

はコロナの対策として緊急しなきゃならない問題

であったにしても、この提案の仕方、この議決の仕

方というのは私はどうかなと、非常に異常な感じが

するもんですが、この点で提案者の市長の見解をま

ずお聞きをしたいと思います。 

 それから内容については、それぞれよく工夫もさ

れて、市内の事業者を支援をするという点では異論

はありません。 

 異論はないんですが、ただ、細かく見ていくとや

っぱりお尋ねをしておかなきゃならない問題もあ

るように思います。 

 例えば市内の飲食店を応援しようという事業で

すね。ＥＡＴ（イート）豊岡ですか。この事業で委

託料、委託先が、券の販売は郵便局、あるいは事業

主体は会議所、商工会に店舗の募集をしてもらうと

いうことになるんですが、この予算書の中で委託料

が非常に大きな額になっているように思うんです

が、これはどういうことなのかなと。予算書で見る

と委託料が２億７，５００万円、全額が委託料など

と何に入るのかなと。あとは負担金、補助金なって

ますけども、その辺の見解を聞かせてください。 

 それからみらい飯というのは、これは日本商工会

議所が主催をしておるんで、豊岡の商工会議所、い

わゆる旧豊岡市内だけが該当するということのよ

うなんですが、ちょっとこれは寂しいことだなとい

う思いがするんですが、どうでしょうか。 

 それから宿泊支援もありますけども、宿泊支援が

６月と７月と２か月でしたか。６月、７月の２か月。

８月以降はその後検討すると、こうなってますけど

も、２か月で、これはちょっとあまりにも短過ぎれ

へんのかなという思いがしますので、まずその辺り
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を聞かせてください。 

○委員長（松井 正志） 答弁願います。 

 市長。 

○市長（中貝 宗治） まず、この審議日程について

です。５月２１日に緊急事態宣言が解除をされて、

当初の私たちの予想よりも早く解除されたんです

けれども、そして兵庫県自体の様々な休業要請は解

除なされました。したがって、そこからのスタート

になっています。 

 他方で、様々な業種が要は耳をそろえる形で解除

されるのは６月１日。もっと早く解除された業種も

ありますけど、６月１日です。特に観光に関します

と、城崎温泉の旅館組合が５月いっぱいの町を挙げ

ての休業ということを言っておられますので、６月

１日から開いてくる。したがって、この間に私たち

としては予算の内容を決める必要がございました。 

 委員がご指摘になりましたように、確かに議会の

皆さんの審議の時間をいただくには大変タイトな

ことになりましたけれども、まず背景としてはご理

解いただきたいと思います。 

 私としては、やはり２日ぐらいは少なくとも余裕

を見た上で、議運なりに正式にお出しをした上で審

議をいただくというのが本来だと思いまして、担当

のほうを通じまして議長や議運の正副委員長とも

相談させていただきましたけれども、議運について

は今日の朝だ。しかし、実質的に事前に見ていただ

いてよく検討いただくために、せめて資料を２７日

中には議員に配るようにと、こういったことでござ

いましたので、そのように対応させていただいたと

ころでございます。 

 大変申し訳なく思いますけれども、この僅かな時

間の中でやらなければいけないということについ

てぜひご理解賜りたいと思います。 

 それから具体的な事業について、私から１点だけ

お答えをいたします。このＳＴＡＹ（ステイ）豊岡

が６月、７月の２か月で短いのではないかというこ

とについてのご質問です。 

 実は国のＧｏ Ｔｏキャンペーンが７月の下旬

からスタートするというような報道がなされてい

ます。これはお互い日本中人が行き来しましょうと

いうことですので、ですからそこからはＧｏ Ｔｏ

キャンペーンのは上限２万円ではるかに有利な支

援策になりますので、国のＧｏ Ｔｏキャンペーン

にお任せをしたらいいのではないかということが

まず一つです。 

 特に本来豊岡市内の宿泊業の皆さんというのは、

地元の方も全く宿泊予定しないわけでありません

けれども、基本的に外からの方々がベースになりま

すので、その本来の姿に戻るまでの助走期間を何と

か支援したいということでこのようにいたしてお

ります。 

 ただ、説明の中で申し上げましたけれども、今、

外からたくさんの方々がお越しになるということ

は６月、７月の間はなかなかまだ期待できないだろ

うと、お越しになる方も不安があると。他方で、旅

館の関係者はもちろんですけど、豊岡のまちの方々

も今たくさん外の方々がお越しになるとやっぱり

不安なんだろうと。だとするとこの期間一人も豊岡

市内では感染者が出てないわけでありますから、豊

岡の人たちがお泊まりになるということであれば

お互いにそこは安心感が得られるのではないかと

いうことで、市民による市内の宿泊業の応援という

ことで６月、７月ということにいたしました。 

 ただ、これも説明いたしましたけれども、Ｇｏ 

Ｔｏキャンペーンが果たして本当に７月下旬から

動くかどうか分かりません。あるいは６月、７月の

間の市民の皆さんの利用がどれほど量的に出てく

るのか分かりませんので、ここひとまず６月、７月

としとりますけれども、その後の状況、その間の推

移を見ながら、場合によったら８月以降に延ばすこ

ともこれは検討させていただきたいと、このように

考えております。以上です。 

 その他は担当のほうで答えさせます。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 私からは、ＥＡＴ（イ

ート）豊岡の関係についてお答えをさせていただき

ます。 

 まず一つ、商工会議所、商工会さん、あるいは郵
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便局さんと今回組み立てたスキームについては、実

は昨年度、国のプレミアム付商品券の販売のときに

行ったのと同じスキームを活用しています。まだ余

韻が残ってる中で、このやり方でプレミアム食事券

を進めるとスピーディーに対応できるだろうとい

うことで、今回も同じ枠組みでさせていただきまし

た。 

 そのときに、前回もそうだったんですけれども、

あくまで実施主体は豊岡市で、業務をそちらのほう

に委託するという形ですので、券の販売収入自体は

豊岡市に入ってきます。それにプレミアムの分だと

か事務費を合わせて、合計した形で委託をする、後

の支払い、換金等はお任せするという形を取ってま

すので、販売収入２億円も含めた全体額を委託とい

う形で額が大きく見えているというのが実態だろ

うと思います。 

 販売収入２億円以外には、当然プレミアム負担額

の６，０００万円と、あと券の発行や換金等の委託

料として１，２５０万円、それから郵便局の販売の

委託料として２５０万円ということで、合計をして

２億７，５００万円という形で委託料をお渡しする

形ということです。 

 それからもう一つ、みらい飯についてですけれど

も、旧豊岡市内だけかということなんですけれども、

これ説明もいたしましたとおり、日本商工会議所が

ＲＥＡＤＹＦＯＲという会社と組んで始めている

取組ですので、もう会議所の中での取組という形に

なりますから、豊岡商工会議所が手を挙げられたら

そのエリアにならざるを得ないということがあり

ます。 

 今回、普通クラウドファンディングやろうと思う

と個店が直接ＲＥＡＤＹＦＯＲさんと契約をして、

ページを立ち上げて、手数料も払ってということが

起きてくるんですけれども、それを会議所が代表し

てその役を担って、個店からは手数料を取らず、入

ってきた寄附を後で分配していくという、その役割

を商工会議所が果たすというふうなことになって

まして、対象は全国の方から要はオンライン等で寄

附をいただくような仕組みになってますので、豊岡

市が行おうとしてる、アナログ的ですけども、食事

券というふうなものとそういう寄附のようなもの

が相乗効果でできればいいなということで応援す

る形を取らせていただいたということです。以上で

す。 

○委員長（松井 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ２回目の質問をさせてもらい

ます。 

 市長から、議会の提案の仕方については背景も理

解をしてもらいながらという、その点でよく理解は

できます。本当にコロナとの関係、対策で行政の皆

さんもご苦労もあったし、また市民の側も大変な状

況だというのよく分かるんですが、ただ、あまりに

も乱暴な提案の仕方に思えて、今日予算書を提案し

て、今日回答しなさいという。だから例えば予算書

の提案が今日にしかできないということであれば、

日程の問題あるけど、もう６月定例会の中の来週火

曜日とか水曜日とか、この問題で予算決算委員会を

開くことは可能なんですから、せめてそれができな

かったのかなという思いを持ちます。 

 それからＳＴＡＹ（ステイ）豊岡の関係で、事業

概要見ますと市内の宿泊施設いうことになっとっ

て、一方では、ウのところで公募方式で、この宿泊

施設を公募すると。となると宿泊業者ではあるけど

も、公募に応じておられないという業者は、宿泊施

設はあかんのかと。例えばどうしても宿泊施設とな

ると城崎を念頭に入れてしまうんですけども、それ

だけではなくて、豊岡市内にある農家民宿であると

か、そういう一般の民宿であるとか等々も当然宿泊

施設ですから該当すると思うんですが、それはそう

いう理解でいいのかなということを聞かせてくだ

さい。 

 それからスクールバスで、徒歩の期間ではあるけ

ども、遠いので夏の暑い間、帰りだけ、戸牧地域で

ね。戸牧地域が学校まで距離どのぐらいあるか知り

ませんけども、全市内にはそういう距離、特に夏の

暑いとき、例えば私の集落なんかでも２．５キロあ

るんですね。帰りは暑いですね。ですから戸牧は子

供たちも多いですから、バスを出したこの効果とい
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うの大きいかもしれませんけども、戸牧というふう

に指定をされるもんですから、逆にほかにも遠いと

こあるだろうと思えちゃうんですが、対応が可能な

のかどうか聞かせてください。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） まず、対象施設の

件でございます。市内で旅館業法届出しとられると

こ、農家民宿も含めては全て対象になります。 

 ただし、半分のお金が市のほうから遅れて入って

くるということですとか、感染症対策をしっかりし

てもらうと、それからいろんな手続はまたさらに旅

館のほう、宿のほうにもしていただくことになりま

すので、その辺りの了解していだけるということで

公募というような方法取らせていただいてるとい

うことでございます。 

○委員長（松井 正志） 教育次長。 

○教育次長（堂垣 真弓） バスの通学につきまして

は、今現在は３キロメートル以上というのがバスの

通学補助基準とさせていただいております。３キロ

メートル以下であっても危険な度合いですとか、い

ろんな状況によりバスを利用してる児童もござい

ます。 

 今回検討するに当たりまして、徒歩通学の中で距

離の長い、おおむね２．５キロ以上でちょっと検討

はさせていただきました。その中で一番距離が長く、

おおむね３キロ程度ございまして、路線バスのない

地域ということで見ましたら戸牧地域ということ

で、今回は戸牧地域の、午前中は何とかまだもう少

し涼しいだろうということで、帰りの下校便で検討

をさせていただきました。 

 それ以外の地域につきましては、これもちょっと

学校等と検討はさせていただきたいと思うんです

けども、２．５キロ以上ありまして、現在徒歩通学

をしていて、路線バスの通っている地域もございま

す。そこについて低学年の子供について、例えば定

期の補助を出してバスに乗せるのかどうかという

ことについて、もう少し時間ございますので、学校

等と検討をこれからしていきたいというふうに考

えているところでございます。以上です。 

○委員長（松井 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、３回目の質問なりま

すが、それぞれ細かく検討されておるように思いま

す。 

 ただ、私は、ほかのまちの、それぞれのまちの特

徴的なコロナ対策を見ながら豊岡市のこの対策が

どうも、例えば２番の暮らしを支えるための取組と

いうこの分野が弱いのではないのかなと。なるほど

金額は一番多いです。１人１０万円がここに入って

ますから多いんですが、それを抜いたら他市に比べ

てこの分野ではちょっと少ないと違うんかな。 

 例えば但馬の中でも朝来や養父市を見ると、上水

道あるいは下水道の基本料金を一定期間免除する

と。こうなると全市民に影響が及ぶんですね。こう

いうことが考えられなかったのかなと。あるいはま

だ国との関係からいっても次の補正というのまた

当然出てくると思いますので、そういうことが検討

ができるのかどうかをお尋ねをしておきたいと思

います。 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 今回の影響が圧倒的に大きく

って、しかもいつ終わるか分からない。これでさら

に第２波、第３波が来るかもしれません。それに対

して私たちができる、使える資源というのはごく限

られてます。したがって、ばらばらと使いたくない

と。敵のというとあれですけど、この問題の急所を

つかんで、そこにできるだけ集中的に投入をすると

いう基本的な考え方に立っております。 

 それと今の状況で市民生活にかなり影響出たと

思いますが、その最大の原因は平常時の配分の悪さ

によることではなくって、そもそも経済が止まって

しまってる。旅館も飲食店も様々お店が止まってし

まっていて、今だけれども、経営者は解雇すること

なく何とか歯を食いしばって雇用を守ってるとい

う状況が数字の上から見てとれます。 

 したがって、支援すべきはこの経済のところだと。

この経済の悪さから出てくる市民生活に対して今

そこにエネルギーを投入してしまいますと、肝腎の

原因のところである経済のほうの悪化がさらに進
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んでしまいますので、もっと大変なことになる。で

すので最も大きな要因である経済のところにでき

る限り支援を集中するという基本的な考え方に立

っています。 

 例をお出しいただいた水道、下水でいいますと、

例えば下水は口径に関係なく基本料金６６０円で

す。これは大きな企業も全部６６０円です。それか

ら水道の場合には口径の金額が違いますけれども、

一番小さい金額が７０４円です。この７０４円の対

象の契約者数が８６．６％、その次に高い人が２０

ミリの口径で１，４０８円で、約１０％ありますの

で、９６．５％までの方は１，０００円ちょっとぐ

らいのところに収まってると。そうしますと水道と

下水の基本料金、ここを実は免除しているまちは結

構あるわけでありますけども、両方足しましてもや

っぱり１，０００円台。 

 それに対して仮に一月水道料金と下水道料金を

免除しますと幾らかかるかというと、約６，０００

万円です。あるまちのように４か月やりますと２億

４，０００万円です。６か月やると六六、３億６，

０００万円かかってくると。つまりお一人お一人に

は一月当たり千幾らが言わば負担がなくなって、そ

れでもちろん楽だと思いますけど、でもやっぱり千

幾らでしかない。ですけれども、みんな集めると２

億円とか３億円のお金になるのであれば、そのお金

をばらばらとここの方々に１，０００円ずつぐらい

負担を下げるというよりも今回提案させていただ

いてるようなＳＴＡＹ（ステイ）豊岡だとか、ある

いはＥＡＴ（イート）豊岡だとか、これからほかに

何が出るか分かりませんけど、そこにむしろ集中的

に投下するほうが今の豊岡の事態を改善する、ある

いはこの事態から脱出するためにはより効果的で

ある、このように考えてるところです。 

 今はまだ本当もってますけれども、これ第２波も

しまた来て、宿泊施設だとか飲食がまた閉まれば恐

らくばたばたばたっと倒産が出てくるのじゃない

かと思います。そのときにもうお一人に１，０００

円ずつを差し上げるために３億円使っていました

というときにもう弾がなくなってしまうと、こうい

うことがありますので、基本的な今姿勢を申し上げ

ましたけれども、できる限り冷静に事態を見ながら

効果的なところに突っ込んでいきたいと、このよう

に考えているところです。市民の皆さんにはほかの

まちと比べたときのいろんな思いがおありになる

と思いますけれども、この大変な事態を乗り切るた

めに最も効果的なとこに費やすというこの基本姿

勢についてぜひご理解賜りたいと、このように考え

ております。 

○委員長（松井 正志） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の補正予算につきましては、

見させていただく中で大変時期を得たというか、そ

の感覚は持っております。 

 それで少し聞かせていただきたいんですけれど

も、感染症予防力向上事業とか、公共事業、通学バ

スの件、それからＥＡＴ（イート）豊岡、ＳＴＡＹ

（ステイ）豊岡等々ですけれども、適切な判断の施

策だというふうに見させていただいております。 

 その中で、先ほど坂本部長がおっしゃってました

ＥＡＴ（イート）豊岡の件で２億７，５００万円の

予算、実質は２億６，０００万円の効果というふう

におっしゃいました。 

 どうなんかな。この３月、４月の期間だけでＥＡ

Ｔ（イート）豊岡という、広いですから捉えておら

れるんかどうか知りませんけども、効果と言われる

ことについて、この３月、４月、どれくらいの売上

げが飲食であって、３月、４月でどれぐらいマイナ

スしたのか。例えば通年１０億円あったのが４億円

になったとか、そういう計算はなさってるのか。 

 もう一つ、ＳＴＡＹ（ステイ）豊岡についてもこ

の２か月、３、４でどれぐらいの売上げの中でどれ

ぐらい落ち込みがあったのかということ、検討はさ

れてるんだと思うんですけど、もし資料がありまし

たらちょっと教えていただきたいというふうに思

います。 

 それでＳＴＡＹ（ステイ）豊岡もＧｏ Ｔｏキャ

ンペーンの前段ということで理解がさせていただ
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いとりますけれども、これについても例えば３、４

で、城崎温泉という限定でも結構ですけれども、ど

れくらい売上げがあったのがどれくらい落ち込ん

だということもなさってると思うんですけど、ちょ

っと聞かせていただきたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ３月、４月の飲食店

の売上げ、数字という点では、すみません、今手元

には持っておりません。 

 ただ、こういうことに至ろうという判断をした幾

つかの要因がありまして、一つは、窓口での相談、

市の窓口でコロナ対策のいろんな相談を受ける、既

に３月から昨日までで５００件相談にお越しいた

だいてますけれども、その約半分近くが宿泊、飲食

サービスに係る相談であるというふうなこと。 

 それから経済連絡会議で金融機関ですとか商工

団体等と情報交換した際にもやはり飲食、宿泊が痛

んでるというあたりが色濃く出ています。 

 もう一つは、融資を受ける際のセーフティ保証の

あたりを市が認定の事務を承っているんですけれ

ども、そこには個別具体の事業者さんの売上げの減

少状況というものが書かれてきます。この辺り数字

は申し上げられませんけれども、やっぱり飲食、宿

泊の減収率が非常に高いというふうな傾向が出て

おりまして、ちょっと全体の売上げの数字は今申し

上げられませんけれども、そういうひしひしと感じ

るところを一つの根拠として、今回ぜひそこを域内

の人たちで応援してあげるような策を打ちたいと

いうふうに判断したところです。以上です。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 宿泊者数の関係で

ございますが、年間約１２０万人程度が市内に泊ま

っとられますので、単純に月に分けますと毎月１０

万人宿泊されてるというような計算になります。全

体の調査についてまだできておりませんが、ちなみ

に城崎ですと昨年４月に約８万人ほど泊まられた

んではないかというふうに見ておりますが、今年に

ついては４月に７，５００人程度、９割ぐらい減っ

ていると。５月につきましては、城崎は全部閉めて

おられますので、全く入ってないというような状況

でございます。 

 なお、宿泊単価につきましては、ここもいろんな

調査で難しいとこはございますが、１万５，０００

円ぐらいを計算しますと、８万人掛ける１万５，０

００円で１２億円ぐらいになるでしょうか。ちょっ

と８万人というのは多い月になろうかと思います。

城崎の年間が６０万人ですので、平均５万人としま

すと、５万人掛ける１万５，０００円で７億５，０

００万円程度の減収が出ているというふうな試算

になろうかと思います。以上です。 

○委員長（松井 正志） 間もなく正午になりますが、

議事の都合により、委員会を継続しますので、よろ

しくお願いします。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体今の大交流の参事から言

われた話で、城崎の場合、このＳＴＡＹ（ステイ）

豊岡で８，０００万円の補正予算で、１万円とする

と倍の効果が、１億６，０００万円の効果ですね。

それで僅かではあるんですけども、さっき市長がお

っしゃった痛手を本当にこうむったとこに手厚く

取りあえず呼び水していくということは、私もそれ

は大賛成だというふうに思いますので、まだまだ金

額は僅かだと思いますけれども、まず６月から多少

でも一つのきっかけになればなというふうに思っ

とります。 

 それからＥＡＴ（イート）豊岡についても、数字

をつかんでおられないようですけども、２億６，０

００万円の効果というふうにおっしゃった。それと

借入れ申込みとか相談の状況を見て、相当大きな痛

手だと思いますので、その辺の被害といいますか、

売上げ減少についてもまた調査をしながら、一つの

第１段階ですから、これはこれで私は認めさせてい

ただきたいと思いますけれども、その辺のことにつ

いては調査を進めていっていただきたいというこ

とをお願いをしておきたいと思います。 

 それともう一つ心配する、交通関係の１人２０万

円の２，７２０万円、これについてもぜひすべきだ

という判断はしておりますけれども、これについて
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の被害の状況は、これ都市整備になるんかな、この

辺も今きちっと出てるのか分かりませんけども、ど

のように見ておられますか。 

○委員長（松井 正志） 都市整備部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 利用者数の比較とい

うものをしておりまして、まずバスなんですけれど

も、去年の４月と今年の４月の対比ですけれども、

路線バスについては去年と比べて６０％止まり、そ

れから貸切りバスについては１％という状況でご

ざいます。 

 そして５月２０日現在まででは路線バスで利用

者数が前年と比べまして約１６．４％までしか行っ

てないというようなことになってます。 

 あと市営バスですけれども、イナカーにつきまし

たら昨年４月と比べましたら４８．８％、それから

コバスが７０．１％、それからチクタクですけれど

も、これも４月対比で８０％ということで、割とイ

ナカー、コバス、チクタクについては大きなへこみ

はありませんけども、路線バス、貸切りバスといっ

たとこは非常に大きな落ち込みになっております。 

○委員長（松井 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体見当がつきました。とも

かく第一弾として、このような施策を打たれるわけ

でございますけれども、当然さっき市長がおっしゃ

った飲食、それから宿泊、それから交通の関係もそ

うですけれども、これ以外にもいろいろまた出てく

ると思いますし、まず終息する状況ではないですけ

れども、終息に向けて取りあえず水平飛行ができる

ような、この８万人強の市民が安心して暮らせるた

めにもいろんな政策の必要性を感じておりますん

で、今日を第一弾として、またしっかりとご検討い

ただいて、我々も情報収集しながら提案申し上げた

いこともありますので、その辺のことはぜひよろし

くお願いいたしまして質問とさせていただきます。

もう答弁は結構です。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） １点だけお願いをしておきた

いと思います。ＳＴＡＹ（ステイ）豊岡の関係なん

ですけども、資格業者については当面公募方式で行

われるということです。 

 それと、ちょっと限られた情報なんですけども、

城崎の旅館さんのほうでそれぞれの営業開始期間

というのが、６月入ってからされるところ、７月ま

たがるところとか、確認しますとそれぞれなんです

ね。その中でこのＳＴＡＹ（ステイ）豊岡をうまく

回すために、利用者と思われる方がそれぞれ電話し

て、いや、うちやってませんとか、営業希望してま

せんとかいうようなことを逐一聞いていくよりも

できれば城崎ですと観光協会さんに一覧表みたい

があって、ここが対象になりますよというようなと

ころが見えるようなことをちょっとしていただい

たほうが利用者側としてうまく回っていくんじゃ

ないかなということを１点考えてますので、ご検討

いただきたいと思います。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） 委員のおっしゃる

とおりだと思っておりまして、市のホームページで

対象施設が分かるようにさせていただきたいと思

っとりますので、対象となり次第順次増やして、施

設が増えていくというような形になろうかと思い

ます。 

 また、６月いっぱい閉めるというような宿でも７

月からは対象にしたいというような意向もお聞き

しておりますので、順次対象施設については増やし

ていきたいというふうに考えております。 

○委員長（松井 正志） いいですか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 市のホームページで掲示をし

ていただくのはいいんですけども、そこに情報があ

りますよということもまた皆さんに何らかの形で

お知らせをしていただければありがたいかなと思

いますので、これは要望だけです。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（松井 正志） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 時間押してますので、端的に

言わせていただきたいと思います。あまり多くを語

ると一般質問に影響しますので、控えめにさせてい
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ただきたいと思いますが、今、岡本委員も、それか

ら福田委員もいろいろとお話しになったらやられ

るんですが、城崎のこういう政策については大変感

謝を申し上げたいと思うんですが、いずれにいたし

ましても６月からオープンをする、再開をするとこ

ろは、ほとんど電気をつけて少しずつ灯をともして

いこうという感じですね。ほとんど予約は入ってま

せんし、多くを望めない状況だと思います。 

 これは７月も同じことだろうと思います。それぞ

れの旅館によって環境は違いますから、受入れのお

客さんの環境が違いますし、全国的にもまだ旅行に

行くというような気分にはなってない。Ｇｏ Ｔｏ

キャンペーンも果たしていつになるか分からない

というような状況です。ですから本当にこういうふ

うにやっていただいてることに対しては、あとは地

元の城崎なら城崎、神鍋なら神鍋、それぞれの宿泊

施設、観光地が情報を発信していくということ大事

なことかなというふうには感じして取れました。 

 それで今のＥＡＴ（イート）豊岡もそうなんです

が、さらにやはり市民の皆さんに分かりやすく告知

をしてやっていただきたいということもお願いを

しておきたいと思います。 

 それで以前にもいろいろとあったんですけれど

も、国がああいう状況ですから、国や県も含めです

と後づけで、いろいろといろんな政策が後から、次

から次に出てくる。そのたびに市も出そうか、出す

まいか、どうしようかっていう判断が苦しいところ

にあるのかなというふうに思います。 

 その中でもやっぱり国と県と市、特に国、県、市

も含めてですが、いわゆる特措法によっての休業要

請がかかってない、隣の芝生が青く見えるのはしよ

うがないんでしょうけども、私たちは何にもしても

らってないという人たちがよくおられる。この人た

ちに対して今後またどういうふうなことが出てく

るのかなというようなことら辺も今後お考えいた

だかないといけないのかなというふうに思いまし

た。 

 中でも、これはたしか村岡さんが前質問されたと

思うんですが、今回も公共交通の支援事業あるんで

すが、代行業、代行屋さん、これはやっぱり飲食店

が休業もしくは時間短縮ということでずっとされ

てるので、スナックも開いてない。そうするともう

結局休まざるを得ないという状況ですね。ですから

ここは特に今、ピンポイントに言ってしまいました

けれども、やっぱりこういうとこら辺の業種がまだ

まだ拾われてないというか、救われてないのではな

いのかなというとこら辺がありますので、これは今

後も引き続いて除外するのではなくて、やはりそれ

を丁寧に少し考えてやっていただきたいなという

ふうに思います。 

 それからあと同じようなことでいくと家賃の補

助なんですが、国が今、一応決めた基準があろうか

と思うんですが、市はこれに対してどういうふうに

今対応していこうとされてるのか、そのお考えがあ

るならまたお聞かせをいただきたいというふうに

思います。 

 さっきちょっと言いかけたんですけど、何にもな

いわけじゃなくて、国の持続化給付金でそれは対応

はできるというお店はあろうかと思いますけども、

結局次々の協力金なり給付金なり支援金がないか

らどうしても私たちにはそういうものがないとい

うふうに言われるのは気持ちが分からないわけじ

ゃないんですけども、そういうことだろうと思いま

す。 

 それからあとそれぞれの諸団体からいわゆる要

望がいっぱい出てたと思います。例えば城崎であれ

ば観光協会を通じて飲食店組合だとか、物産組合だ

とか、商業組合だとか、神鍋なら神鍋観光協会、出

石なら出石そば組合かな、それぞれ方が出てたと思

うんですが、そういった要望に対して今、実際にや

ってこられた、やってきた、対応してきたという部

分もあるんだし、対応がまだだというのもあろうし、

対応ができないということもあろうかと思います

ので、この辺は細かいことは聞きませんけれども、

それに対して今後どういうふうに、現在どういうふ

うにやってて、今後どういうふうにこれを要望に対

して応えていくかというちょっと基本的な考え方

を聞かせていただきたい。以上です。 
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○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） 今後どういう事態が起きるか

正直分からないところがありますので、事態踏まえ

て臨機応変に対応したいというふうに考えており

ます。 

 その上で、基本的な考え方としては、みんな苦し

いわけですね。そのときに限られた財源をどこにま

さに投入するかというときの考え方の基本として、

一つは、やっぱり影響力が大きいところ、例えば飲

食、宿泊というのもここが動けば様々なとこに波及

効果がありますし、今動かないものですからみんな

苦しい状況になってきてる。ですからここがポイン

トだということがありました。 

 あるいは公共交通は、まさに公共性ということで

す。 

 ちなみに代行業は、あれは人を運ぶ業ではありま

せんで、車を運ぶ業でございますので、その意味で

は公共交通機関とは言えないというふうに判断を

いたしております。 

 この辺を基本にしながら、ですからそこが今非常

に目に見えるところですので、そこに支援をいたし

ておりますけれども、業種にかかわらず市の状況が

さらに悪くなったときに業全体を対象にした支援

というもの要るのかどうか、あるいはできるだけの

体力あるのかどうか、そこは今後もしっかりとその

都度検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

 家賃につきましては、国のほうでまだ補正予算案

ではありますけれども、出されとりますので、基本

的にはそのことでいいのではないかというふうに

思っとります。 

 ただ、例えば雇用調整助成金のように何か能書き

で見ると大変いいんですけども、一向にもらえない

とか、とんでもないほどの時間と資料が要るという

ことありますと全然間に合いませんので、そういっ

たことを受けて市のほうで、１０分の１という上限

はありますけれども、支援をさせていただいたこと

はございます。 

 したがって、家賃につきましても事態が本当に豊

岡の中で大変な状況で、国の事態が間に合わない、

あるいはこぼれてくるけども、大変だということが

あればそういったことについての対応もさせてい

ただければなと思ってます。 

 ただ、今回の補正予算で相当手厚い、東京のよう

な大変な家賃のところでは大変と思いますけれど

も、豊岡の水準からいくとかなり手厚い策が一応得

られてるのではないか、こんなふうに考えていると

ころです。 

 ＳＴＡＹ（ステイ）豊岡と、それからＥＡＴ（イ

ート）豊岡につきましても、失われた金額等につい

て福田委員からご質問いただきましたけれども、こ

れにつきましても今の段階で取りあえずそうして

ますけれども、全然足りないとか、あるいは市民の

皆さんもっと応援しようというようなことがあれ

ば、また議員の皆さんにも増額についても相談をさ

せていただきたいと思いますし、いずれにしてもで

きる限り機敏に対応させていただきたいと、このよ

うに考えております。（「団体からの要望の分かる

か」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松井 正志） 市長。 

○市長（中貝 宗治） もう既にこれまでの団体から

いただいた要望については、反映できるものについ

ては反映をし、できないものについてはできないと。 

 例えば固定資産税まけてくれというような話あ

りましたけれども、国のほうが制度的に固定資産税

の減免をする場合には必ず補填がなされますから

いいんですけれども、そうでないものまでやります

とそのまんま市の減収になります。今はまだいいん

ですけれども、これから恐らく税収は相当減ってき

ます。そういうこと考えたときになかなかこちらと

してできないものはございますので、そのことにつ

いてはできないという判断をさせていただいてる

とこです。 

 それからこれも繰り返しになりますけれども、事

態の推移によって今後さらに様々な団体や個人の

方々から様々な内容のご要望があると思いますの

で、それについてはその都度判断をさせていただき

たいというふうに考えております。検討はさせてい
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ただきたいと思っとります。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 端的に２点だけ。 

 非常に今、全体的に補正につきましては支持して

いきたいという考えです。 

 ただ、この即効性といいますんか、即活用できる

という観点でお尋ねしたいと思います。 

 今、話題に出てますＳＴＡＹ（ステイ）とＥＡＴ

（イート）豊岡の関係、まず宿泊の関係につきまし

ては、特に期間を６月から７月ということの中、さ

らにこれはもう特に感染症に対しての条件がつい

とりまして、この問題がいかにホテル業、これ県も

ガイドラインを出してるわけですけども、その確認

ですね、きっちり感染症対策ができてる宿泊施設、

それをどのように認知し、確認をし、オーケーを出

すのかと。それは自己申告でできましたよでいいの

か。 

 それで当然これはＥＡＴもそうなんですけども、

今、感染予防向上事業補助金というふうなことの中

でそれぞれアクリル板とかまだできてないところ、

そういうとこも徐々にやはりこれを活用して感染

予防しながら営業したいという、出てくる。そうい

うものをいち早く確認をして、それぞれの予算が、

つまり市民が安心して、ああ、ここだったら行ける

なと、この辺の確認と市民に向けて本当に使える予

算としてどのように言わば実際の、その辺が非常に

大事かなと思ってます。 

 それも周知の方法も、いや、ネットで知らせまし

たいったら、やはり高齢の方でなかなかそれ分かり

ませんがなということも含めて順次動いていく、ホ

テル、旅館であったり、レストランであったり、そ

の周知の方法等についてお尋ねしときたいと思い

ます。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部参事。 

○環境経済部参事（小林 辰美） ＳＴＡＹ（ステイ）

豊岡につきましては、基本的には観光協会とか、そ

れからあとはホームページとかで周知するという

ことになろうかと思いますが、宿のほうにつきまし

ては対策については、誓約書なのか、できてますと

いうことを掲げた上で、それを条件に対象とします

というふうにしとりますので、その辺りについては

誓約書なのか何かを出していただくということに

なろうかというふうに思います。 

 また、新型コロナウイルス感染症予防力向上事業

補助金という、テン５万円の補助金もありますので、

恐らくこれを対策されてるところは利用されるだ

ろうということで、この補助金の宿泊施設の窓口は

大交流課が持つことによって、この事業と併せて感

染症予防の指導も同時に行えたらというふうに考

えとります。 

○委員長（松井 正志） 前野副市長。 

○副市長（前野 文孝） 少しだけ補足させていただ

きたいと思います。感染症の対策に対しての補助金

は、手続については今現在検討中ですけども、写真

を用いるなり、それから領収書の添付などでそのこ

とを基に確認をし、できるだけ早く、速やかに発行

したいというふうな、そういった形で検討されてま

す。 

 それから先ほどずっとＰＲをということで随分

いろんな方から、委員の方からご要望いただいとり

ます。市としても全力で情報提供に努めたいと思っ

とりますが、市単独ではなかなか難しいというとこ

ろがございまして、今、豊岡観光イノベーションに

おいてＳＮＳを使ったＰＲはできないかというこ

とも検討も始めてますが、観光協会並びに商工会、

そことか商工会議所にもそういった面でも協力を

お願いしたいというふうに思っています。以上です。 

○委員長（松井 正志） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 分かったような分からないよ

うな、特にやはり企業とかじゃなくて、今回は市民

にいかにそういうものを使って事業所、つまり飲食

店とかホテル、旅館を支えていくというふうなこと

ですので、やはり使っていただかないと、いかにこ

ういう施策をつくりましたといってもそういう情

報がないとなかなか動けないのかなというのがあ

ります。その辺をしっかり練っていただいて、実行

できる施策ということでよろしくお願いいたしま
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す。 

○委員長（松井 正志） ほかにありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 時間が遅くなってますので、

すみません。１点だけお聞きしたいんですけれども、

１５ページのテレワークのアートセンターを活用

した５Ｇのとこなんですけど、私のすごく苦手とす

るところですが、この働き方改革でテレワークの仕

事の仕方をしているところがたくさん、全国的には

いっぱいあるんですけれども、豊岡市域なんかでは

どれぐらいがテレワークのやり方でお仕事をされ

てたのか把握しとられたら教えてほしいのと、それ

からすごい先進的な基地局ができるということで、

これから第２波、第３波を考えたらやっぱりテレワ

ークの仕事の仕方をする会社を増やし、事業所を増

やしていかんなんのかなと思うんですけれども、そ

ういう環境整備についてのこれからの施策とかあ

りましたらお伝えください。 

○委員長（松井 正志） 分かる。 

 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） テレワーク、市内の

関係ですけれども、商工会議所じゃなくて、金融機

関さんが事業者さんにアンケート取られたような

結果が出ておったりします。ちょっと今手元には持

っとりませんけれども、戻りましたらそういう資料

もありますので、また後ほどお答えさせていただき

たいというふうに思います。 

○委員長（松井 正志） よろしいですか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） よろしくお願いします。 

 そのテレワーク事業をこれから豊岡市域でも進

めていく方向性を持っておられると思うんですけ

れども、例えばそういうところでやりたいといって

もなかなか整理的な支援みたいなんは考えておら

れますでしょうか。 

○委員長（松井 正志） 環境経済部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） テレワークの支援制

度につきましては、実は国の補助制度があったりし

ます。今回コロナの対策の中でも色濃く打ち出され

ていて、テレワークを推進する方に対する２分の１

補助というふうなことが想定されてますので、それ

をぜひご活用いただければというふうに思います。

その辺の周知はしなきゃいけないというふうに思

ってますのと、あるいは豊岡市のステップアップ補

助金等でもそういうふうなもの組み合わせた事例

で自分の今いる位置からステップアップしようみ

たいな取組に対して応援できるような制度もあり

ますので、その辺りはきちんと周知をしながら進め

ていければというふうには思っております。 

○委員長（松井 正志） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ないようですので、質疑を

打ち切ります。 

 本委員会に付託されました第９０号議案につき

ましては、お手元に配付いたしております別紙１の

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表のと

おり、それぞれ所管の分科会に分担いたしますので、

ご了承願います。 

 なお、委員会審議の中で村岡委員から審議日程の

ことのご質問もございました。これにつきましては、

我々も十分配慮すべきところです。したがって、今

回は全体会での審議と、それからこの後の分科会で

の審議というふうに２回質疑の時間も取って、十分

審議をしていただくような配慮をしたということ

でございますので、ご理解いただきますようによろ

しくお願いいたします。 

 委員会を暫時休憩します。委員会の再開は各分科

会での審査終了後といたしますが、おおむね午後２

時３０分を予定しとりますので、委員会審査にご協

力にいただきますようよろしくお願いします。 

午後０時２４分休憩 

──────────────────── 

午後３時００分再開 

○委員長（松井 正志） それでは、ただいまから予

算決算委員会を再開いたします。 

 本委員会に付託された議案は、各分科会において

審査が行われました。 
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 分科会審査を終えた議案について審査を行いま

す。 

 これより付託案件の審査に入ります。 

 審査順序につきまして確認させていただきます。 

 お手元に配付しております別紙２、審査日程表の

最下段に記載のとおり、各分科会長報告、次に、分

科会長報告に対する質疑、討論、表決を行い、その

後、委員会意見・要望の取りまとめを行うこととし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 それでは、審査日程表に基づき審査を進めます。 

 第９０号議案、令和２年度豊岡市一般会計補正予

算（第６号）を議題といたします。 

 まず、総務分科会長の報告を求めます。 

 伊藤仁委員。 

○総務分科会長（伊藤  仁） 第９０号議案中、総

務分科会に分担されました事項について、審査の結

果をご報告いたします。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症対策に係る緊

急対策としての追加補正を行おうとするものです。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入予算補正についてです。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行った結果、異議なく、原案のとおり

可決すべきものと決定しました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 新型コロナウイルス対策として、財政調整基金を

取り崩したことは、緊急性に鑑み理解はできる。今

後、第２波、第３波が予想されるところである。今

後も、国・県の補助金等を効果的に活用して、基金

残高も含めた財政状況と新型コロナウイルス対策

とのバランスに留意した上、適切な財政運営に努め

られたい。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（松井 正志） 次に、文教民生分科会長の

報告を求めます。 

 西田真委員。 

○文教民生分科会長（西田  真） 第９０号議案中、

文教民生分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 当分科会に分担されました事項は、所管事項に係

る歳入歳出予算補正についてであります。 

 慎重に審査を行った結果、異議なく、原案のとお

り可決すべきものと決定しました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 第１に、新型コロナウイルス感染症予防力向上事

業補助金について、感染症予防対策を向上させる目

的であるため、対象を絞り込まず、できるだけ広く

該当させるように要望する。また、その対象事業所

等に周知徹底を図られたい。 

 第２に、小学校の通学バス増便、認定こども園の

通園バス増便について、三密を避ける目的と夏季休

暇の短縮に伴い、バス増便が必要となったが、各校

園の課題・実情に応じ、柔軟に対応すべきである。

また、バス乗降時においては、安全を第一に十分配

慮されたい。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（松井 正志） 続いて、建設経済分科会長

の報告を求めます。 

 浅田徹委員。 

○建設経済分科会長（浅田  徹） 第９０号議案中、

建設経済分科会に分担されました事項について、審

査の結果をご報告いたします。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症対策に係る緊

急対策として追加補正するものであり、当分科会に

分担されました事項は、所管事項に係る歳入歳出予

算補正の関係部分についてであります。 

 当局に対し、各項目にわたり詳細な説明を求め、

慎重に審査を行った結果、異議なく、原案のとおり

可決すべきものと決定しました。 

 なお、当分科会は、次のとおり意見及び要望を付

すことに決定しました。 

 今回の補正予算については、急を要する市の要請

に基づき、通常の議会での審議ルールを曲げて審議
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を行った。予算成立後は、この施策の効果が市内の

隅々まで、早期に及ぶよう格別の努力を払われたい。

また、飲食店や宿泊施設、交通事業者以外にも、新

型コロナウイルスの影響を受けて厳しい経営状況

にある多くの市民や事業所があることから、今後に

向けては、より適切な新型コロナウイルス対策を講

じることができるよう十分検討されたい。さらに、

既存の支援制度や今回の補正予算に計上された施

策の執行に当たっては、手続の簡素化や支援の迅速

化を図り、一日も早くその効果が市民に及ぶよう努

められたい。 

 以上、ご報告いたします。 

○委員長（松井 正志） 以上、報告は終わりました。 

 これより分科会長報告に対する質疑に入ります。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第９０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で当委員会に審査を付託されました案件の

審査は終了しました。 

 次に、委員会意見・要望として、委員長報告に付

すべき内容について、ご協議いただきたいと思いま

す。 

 第９０号議案に係る意見及び要望について、お手

元に配付いたしました別紙３の予算決算委員会分

科会における意見・要望のとおり、総務分科会、文

教民生分科会、建設経済分科会から提出がありまし

た。 

 各分科会からの提案のとおり、当委員会の意見及

び要望として付すことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 このほか各委員から意見及び要望のご提案はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） 次に、委員長報告について

ですが、内容につきましては、正副委員長にご一任

いただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 続いて、その他ですが、委員の皆さんから何かあ

ればご発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（松井 正志） ないようですので、以上を

もちまして予算決算委員会を閉会いたします。ご苦

労さまでした。 

午後３時０８分閉会 

──────────────────── 


